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7、ま え が き   

都内一閂小ら出陳≡九た太共進会出品晩の諭蜜紡泡乞食輿艶捜することに  

よって．一応都内産内政の水準力て把捉出来るし、又，ニのことからいわゆる  

㌍育頼術の政審のための示唆ボー得られるので1去諾い小ヒ舞え轟千の整汲左行  

い天変し．駄保倉の参牒に賀するため水諭堕左奥施しだ。   

；し 書陽 重 病 法、   

出品吸は、ヨークシャー穫、べ一クシャー愚見び、その一代交配種．はこ 生後  

ユダβ日以内′ランドレース粗及びその（代交配市乳は生後よ／β日以内で体重  

は概ね9♂在才からノククK牙玖内ヒ規定三れているので．今回は大略■の傾向主知  

るた塙、岩尾の相違は一応除外し、 

． 

憶也の格納の分規左主ヒして行った。   

夜お、出品吸の生後8今については．すべて出邑申込書lてよって行ったp   

3、吉田 垂 鮭 果   

り）出品敗の邑雇馴■‥性別頭数  

出品駄拭鹿討77頭で、モの内訳は、沖1奄ち沈鐘泳ぎよ覿、沖よ斡去勢絶   

汲ま∫頭で、その旨複利出品級数は耕7衣のYポリで夢ぃった∴  

第 7 黄  旨篠別、性別出品漁数  
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（2）出品取の甘今別・墟重刷執政   

出品吸の甘今につしlては何れも出品規程の範囲内に頂った査、その生枚  

更につしlて軋 概ね9♂砕から／♂♂た才ユ入内ヒいう姐猥より蚊み出たもの状’  

かなりの頭数に達していだ。 これ臨終与飼料等の肥育条件にちよる媒、  

鞍にYBについて喧∫ク％蚊／乙－ぴ／く㌢）人上のも乃であつだこYlま、＼l／々B  

の純料種ヒ比べ増佐凰直の偉九ているこじを証明したも¶ヒ思われる〃   

又、㌢ち尺争以上ノク0在夕未満のも・乃について出邑覿敬に対する比率をみる  

一一く．1－   



ヒ、＼／7よ．7％′Bぼ？1《％、一代交配種＿《つトゴ邦で萌るが、一代棄離穐  

に′）ぃては、／鋸りげ以上のもの軋 二の外ゴ△、♂％もずり、象ボ、これを  

色合の面からみると、YはBより檀紙温変乱－やゃ優るようであるし、ま危  

YLのぎβ％七1－よ♂β 日未満こな1】貴召取者甘数が短かくてすむ悼向にあ  

1仁 産内藤溶性の良いニヒがうか煤われる。  

窮よ 泉  日今別出品頭数  

弟 3 宗  佐更別出品頭数  
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第 阜 表  
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出品頭数  
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しニl  

（引  YB・YL  

－－ 、  

（J）出㌫敬1漁判ら今吊り牧び、級別倣賓別覿救   

出苗秋り壕幣告、慢紅紫をA′ た好紫左B′ 筆力蜃左C′ 実の′触をDヒ  

して、二n略貞け緯範左目今印＝二分絶すると．祈ら束¶ヒボ＝で預った，   

入費贅につしlて軋 鈍帯梗に比べ一代欠配潅水かなり良く特にYLにつ  

いては．モ勺出品頭数嶺、少く孜かった妹、生肉利鞘についてやゃ髄点があ  

るといわれているにも拘わらザ＼よββ日東満の短卵胞台のものでもか象り  

すぐ九だ屠紘の吊っだこと左哀しだ∴   

即り．A級lこ格付モれたもげ＝ヨY9、／％′ 2でワ∴′％′、rノβでコ／、夏％′YL  

でふβ、ど％ヒ在Ij＿● D級については同じく∫占．ぎ％′≠＝々、ぎグ，′詔川％ヒ在り虐牒  

の評依に布いて、一代交配種力て鯛lうかに去三っていた㍉   

級別妹重刷出品頭数については、沖占友のと着りで、A級に顔條ミ札た  

ものは針引け以上／β∫場末滴に何れち入るわく、＼′Bについては．9∫疋別人上  

でもか夜りすくれた爵体の売ったこY宣哀している。   

これは絶来月YやBの出荷適期妹東肘、グ的鯛経でゴi）ろといわれてし、る  

ことを乗付けるもので和ノ、→代交配観にガしlては、ゃや披堅の大き夜虻  

のでも曹酷輪状尊くあがり上もの無く舐モ札ち屠嫁が勘う九ろ刀で、タ∫尺才輸  
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後謀議．貴Rヒ三れている＝Y∵ヒ、良く一致したたギ、ただ、Yしに′フいては、生  

計軒数求少く放く、二れらの棟向灯相提出来瓦小った  

耗 ∫ 表  紙別、ロ今別出品絶奴  
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蒸 ら 衷  級別、他車別当晶諷数  
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捏）奇相妨の犀モと各級セの掟＝糸   

鋸冬ユ削西の最も雷受な脂穂と在る背甑R旨醸屠（乳 背．捜の平均）の乾  

さY各級ヒ叩軌泣についてみると、沖7禾ア＝ご去りで、八旗l二強けけこれ  

Eものは／～ユを降さ何れも賢く上って有り、C歌、D親ヒ比べ蛸加に較  
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㌻さ‡至巨堅にムノーー）る永肉挙げ〕すヾ、れている＝ヒ亘物語っている。  

範 ■7 薮  級別 背脂肪の厚さ別頭数  

β  

A凹当   FD  A  B  （  濁  ロ  ロ    】 巨  堅 肝   ⊇ ロ    峯        円  ．コ  n 三    、倉14已コ    占lよ   ＝    i ／ タ   事   巴    曾  

ご  D‡  iA  Bけ  D   

ヨ   YL            ロ  

⊇ ロ  つ l正   

（言）出品晩n級別馬磯牒瞞減牒   

出品駄の級別屠殺解放万〔敢につしlて互ヱ、ヒ沖戸車りヒギリで為った   

帥ち、枝凰諦・断り最も範要な指標Y「．ろ半転結■つ質＝にて；いて腔巨うカ、l二  

上也のものほゼ響く象って＃；り、今担い∩；離とt，楓瓶内生主賓．・刀梅環ヒ缶、あ  

ロースJ〕太∴！についてlま．八駄左除茎乳恵し「二いノ三しlナ犬上血針もの粗席牒  

率の多いこと左京噴している。   

背脂肪の厚さY画達吉宥する原画冬頃て（いて立・．そ∃1錐・今次経年まう  

まちで比あったが、（紀の櫨向を試していた，  

第8表  出品豚の級別展欣解晩成舷  
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また、屠体：り長さに′フいては、近時椎骨敬Y抱塵拭あると 三れてち’リ、  

ニれ一三特に野花箆正に最短老で荊るYさ机ていち。＝のニヒーまロ〆入、べ  

一コンの更茸りb頭大宅なるこじを泉サちのて萄り、根郎平針乃一指挽七云  

ろ玖て・軍喪等級格付ヒ椎骨数ヒ刀痕忙澄干の覿遭怯み′ろれるようで彗る。  
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改札 仮りにょ♂紆㌢到温口今急ぎ葺8ヒしてみ柏倉から屠殺時まで∩嘲  

の7日平均壇晩阜妄執温すると∫多∂才ヒ怠り、出品吸平淘の瑞賢はl引訂鴫  

軌こ推移したものと考えら机、又格村等級ヒ生佐里の商盗れらも肥育我偏  

に禾噴を与えろものと雷、うク   

（占）出品吸の疾病発生状況   

出品臥ワワ琶諷のろち沖9表に表すとおりク《宛に海生虫戎観内観病変の  

飴ぬられたニY臥 都下養豚隆誉の凋来に大宅茂療碍ヒなると尭えノラ九る  

ので、これぜ万全の予防冶温左謀ずる心裏課萌る。   

今そのタ7頭，のうち、単級の一癖衷のミ払わら九るもの珊ワJ、占れ′ 合宿  

直の汰恥られるもれよ占、j％であ1】、また地帯別にみると、区奇j告ちで75、／為′  

間村蔀で7人¢％ヒ布かl塞が放いようで誤り都下仝鰻（〔塘向ヒ煮えJうナ‘し  

る。   

観級別1ニみるY、簡虫餌∫人ゴ％ を占め、ついで酢酎＝ふ摘∴糾棋  

戦のノ冴、β％′肋嗅炎エ∫％ヒ怠り．埠に渦曳につし1てはそ爪肥毒に艮町丁  

影響について未だ博聞せられてい古いボ、やはり飼料¶利牒′性、増体温責  

等にかなり裾紗響蓋及ぼすものY着えられるので、中旬庵主で拘るミミで  

の取除及び東の清潔乾煉に心掛・けることボアむ畢であり、曳全花組虫爽ミ乃得  

ら九放い現だでぼ、＝札らの予怖肴藍による1人外そ刀対戦ブぶ筏しい∠五わ軋  

ているけ   

威炎l二ついて軋 蔑田Yして飼養琶粗の矢車に上る敵醜な繭炎でちるカヽ  

又．低落性のVPP儀繭薬草てあるか、又は愉餌による賢酬生喩払でちるか  

について今後叔封丁る／む塞がある。   

肝尉官炎の権田について∈L 寄生虫に基〈もの左主としその他萄磐串洒  

の荷績的給与lこよるものポ多いので、給与餌和て対する注患や、摘要、輪  

蟹、奮虫々そっ他肝懐を茶来の藤生鶴紐ヒしてしⅧし、幼鳶虫楳へ埼的1ニミ’  

生するたぎ＝て起る鞄のであるから、駆虫の励行lてよって防ぎうる乃で、二  

の励行楓是非発心要な措置で掛二細虫尊については、母底男虫姉による汚  

染尊からも子陳に佐藤する竜ので祈ろから繁殖腺に対して句点掛けるべ空  

対策ヒ薦える．  

一却」   



謁？表  疾 病 発 生 状 況  
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軋 む す び、   

以上出陳晩について鳶千の考察吉行った決であるボ、物論その品聴々大巻  

壬もまちまちであり、又飼養条件も舞るた約この紡糸れら｛板に断定する二  

Y烏出来ない採、→紀従来から分析至れていた幌向Y殆んゼ各致していたよ  

ぅであるク   

なガ、本衆道食に出陳仕られた肉吸は→応各地域から汲親王れた資頃便良  

なもので市ると薦えられることから、全般的7K韓についてはこ九より実の質  

実が低下するものと考え¢爪るので、今後は、全瓜の水準を引き上げるた軋  

一首才一   



穐呪の壌状には特に留鼓し、飼料亀求牽、取宵温良、肉笥等温憾終薄板の  

高い内懐の造戒に努める心寒村あろろ。  

石、ブロイラー飼養慄準敦虎のた恥の▲飼養駄験  

殿内正芳、清水む月良、♯噂金ニ、る倉き童叫   

包 的、 7■ロイラーの飼養について亀鑑色艶あ、よてJ、可献じ番外路整主聖  

堂に増減した飼料左給与し賠紘垂∴食椚墾論奉に濱よ許可彩ぎ主礪  

射し、粗蛋白罠と司■消化素朴総量の桑藻草姶餌合をヲビ萄こぃ   

方 法、 昧試睡  W（プXNH  ′恒l∫レ〃ヨ雪  

米紙郎向 薪7回 昭和♂冒年？Rよ仁一－＝R＝慢箕て  

●・丁．   －＝l、  － 、  

の各々ノβ週句  

諺こ 験 区 及 び 給 与 餌 嘲  

区分   羽敬   牛過まで   萬7閲∫退から勺年困   

／∂0   CP一丁DN   eP／d 一丁DN占官   

‘⊇  コ0－‘曾   ／4 －  ・7ぎ   

j  ／左 肘   クや  

′冨 一  点冒  

5■  ／才 一州－  7？  

給与方法は給餌lこて71ヨ年回給与し木紆に自≠＝：て琵欺エせ、轟鷹、ブリ、ソト  

等玖給与しなかつモ。  

供綱雛斡岐馴よりよ温まではバスケ“′ト7、’ルデ‾‾温鮒錮、・ミさi‡  

り隼温までベスナ＼ソトデ／しダ、－濫濃なし優軋 ム道より川迦三てヰ旋ナーミ  

を壊拝した。   

麺埜項白 宙成率、晩夏、飼料板取最、飼料碧玉幸、休載牒、‘全句那t二三‡  

冬迅酎こ顎咤言行老い、玖ち〔心緒談鰊終了後定一ノもの肉温射1  

まま細碑して、水分、鴨輪、象東tごついて忠鼓した。   

試練結私  

賄7回 （。‥）拭陳の経過   

ム過互では各区共に噸詣であったば、7凰以降尻＼ソツ零∴】隆痺、腎絹子   

で楚死又払ミ旬汰した外にコりず一破産状窺ボワ羽帯生したボ治療′り法ち：≒   

癒し発育に頁大き急難響は玄休った。  

「持－   


